
　東南アジアの国の１つフィリピン。福岡空港からフィリピンの首

都マニラ空港までは飛行機で3時間半と近く、毎年35万人以上の

日本人がフィリピンを訪れています。フィリピンと言われ思いつく

のは、“バナナ”“海”“リゾート”というイメージで、あまりフィリピン

の文化に関するイメージはないかと思います。

　フィリピンは1565～1898年までスペインの植民地であり、そ

の後1898年～1946年までアメリカの植民地であった為、フィリ

ピンの大部分の場所では、スペイン文化をベースした文化発展を

しており、近代はアメリカ文化＝フィリピンの大衆文化となっていま

す。しかし、実はフィリピンには7,108もの島があり、言葉も100程

の現地語あると言われ、多様な文化が共存しています。一般的に

伝統文化に乏しいと言われるフィリピンでもその地域特有の文化

を持っている地域があります。今回はそんな独自の文化を持つ地

域を、“織物”を切り口にして、2地域紹介したいと思います。

バギオ織り（バギオ市）
　バギオ市は首都：マニラからバスで5～7時間程、ルソン島を北

上した所にある市です。常夏のフィピンとは思えない程寒く（一番

寒い季節で気温が

10℃程）、キャベツ等

の高原野菜が多く取

れ、イチゴの産地とし

ても知られています。

この地域には先住民

族が代々受け継いで

きた織物（バキオ織）

があり、またバギオ市

周辺にも様々な先住民が作った織物（サガダ織、バナウェ織等）が

あり、彼らは土着の宗教を信仰しており、赤や緑といった原色を

ベースに地域ごとに

異なる模様の入った

生地を織ります。これ

らの織物は手動の織

り機を使っておられる

ものはありますが、ほ

とんどは織り機を使

わず完全手作業で織

られています。

ヤカン織り（ザンボアンガ州ヤカン村）
　フィリピンの最西端に位置する、ミンダナオ島・ザンボアンガ州の

ヤカン村。この地域は、反政府組織のモロ・イスラム解放戦線

（MILF）の活動が盛

んな地域でもあり、外

国人の誘拐事件が起

こる等治安が不安定

な地域です。しかし、

インドネシアやマレー

シアなどのイスラム

圏から渡ってきた先

住民たちが、独自の

文化圏を作っている、非常に多様な文化が入り交じっている地域で

もあります。そんな地域にあるヤカン村に住むイスラム教を信仰す

るヤカン民族は、自分

たちの生活に関わり

の深い動物の模様を

あしらった刺繍がはい

ているのが特徴で

す。また、インドやタイ

の生地にも通じるよう

な細かな模様の入っ

たシルク生地も作っています。彼らもまた織り機を使わず手作業で

織っています。

　織物文化の様に、フィリピンにはまだまだ知られていない工芸

品、文化が沢山あります。フィリピンはまだあまり身近な国では無い

かもしれませんが、熊本県にはフィリピン国籍の方が1,058人（平

成22年国勢調査結果）住んでおり、中国籍（3,628人）の方に次ぐ

2番目に多い外国籍住人がフィリピン人の方なのです。実は身近な

フィリピン。この記事をきっかけに少しでもフィリピンを身近に感じ、

興味を持ってくれる方が増えると嬉しいです。

フィリピンの知られざる文化 織物文化

このページは世界を知るをテーマに「国際協力」については、独立行政法人
国際協力機構（JICA）デスク熊本や、国際交流、協力分野で活躍している皆
さんのご協力を得て、日本で生活する私たちには日常知ることができない興
味深い世界の状況を紹介します。
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未来のために

　この｢ニュースレターくまもと｣は､当事業団の機関紙として平成7年11月の創刊以来､熊本の国際交流･協力に関する情報を､
日本各地の国際交流協会､国際交流･協力機関や市民､在住外国人の方々を中心に幅広く発信し､国際交流･協力に感心を持つ人､
開発教育関係の教育者､留学を考えている人､異文化理解に興味を持つ人など､多くの方々にご愛読いただいています｡
＊webでも公開しています。（ http://www.kumamoto-if.or.jp/ ）
発行：年4回 (4月、7月、10月、1月) 部数: 3,000部
配布先：市内の小･中学校､高校､大学､全国の国際交流協会､市内の国際交流･協力団体､当事業団のボランティア登録

者及び賛助会員(約500名)､熊本市役所関係機関(区役所、市民センター､公民館等)､熊本市国際交流会館内
広告の種類：1/4ページ (この広告募集のサイズです｡)
契約期間及び料金：1/8のおためしサイズ（１回）5,000円単発（１回）20,000円、半年契約（2回）30,000円

年間契約（4回）40,000円
★まずは、1/8のおためしサイズ（1回5,000円）で貴社の情報を発信しませんか！

あなたの企業も一緒に情報発信しませんか!?

未来のために
ここでは、私たちの未来を考える上でとても重要な視点である共に生きる社会、多文化共生について

専門家である羽賀友信さんにシリーズでご寄稿いただいています。
今回は多言語化の時代についてご寄稿いただきました。

　私たち日本人が日頃使っている日本語は「国語」といわれる文

化が共有されているものであります。しかし来日間もない外国籍

市民は文化が共有されておらず、言葉がわからず友人もいないと

ころから「国際語としての日本語」を学ぶ必要があります。「国

語」がテキストに準拠して教えられる一方で、「国際語としての日

本語」は別名「オンディマンド型学習」といわれる場面に合わせて

実践的な文型を学ぶ手法です。指導者は言語通訳の能力だけで

なく文化通訳の能力も問われます。この日本語は災害時に非常に

有効であり「やさしい日本語」と呼ばれています。イメージがわき

やすく平易な言葉で綴られます。例えば「避難所」は日本人にとっ

て当たり前の言葉ですが、日本以外では、ホテルが避難所になっ

たり、避難所自体がないため理解されません。「やさしい日本語」

で「避難所」を表現すると「安全でいろいろなサービスが受けら

れる所です。」「外国人もいけます。」となります。

　英語も私たちが習っているものは欧米の「国語としての英語」

ですが、グローバル化の現在では英語を母語としない人々同士の

コミュニケーションツールに「国際語としての英語」が必要とされ

ます。キリスト教の価値観だけでなくイスラムやアジアの多信教

の価値観が共有される必要があります。いきなり「Hello! How 

are you?」ではなく、イスラムならば「アッサラーム　ア　レイコ

ム」と相手の母語で挨拶を最初にすると、その後のコミュニケー

ションが円滑になります。ここにも文化通訳の価値観が重要に

なってきます。

　多文化共生の時代

になり、生病老死を多

様な文化の物差しで

推し量る必要がでて

います。例えば、イス

ラムは亡くなった時

「火葬」にすることは

最大の屈辱でありタ

ブーであります。彼ら

の価値観では最後の

審判の日まで土葬の

形で肉体を安置する

ことが絶対であり、日本でなくなった場合はエンバーミングと呼ば

れる遺体処理を行い納棺の際には大使館員が立会い封をして母

国へ輸送するのが一般的です。また食事にも禁忌があり、「ハ

ラール」とよばれる宗教上許されたもの以外は食せません。また

一日５回のお祈りの習慣もあります。これらを理解した上で使わ

れる英語が「国際語としての英語」になります。

　よく日本人は、自分の文化を説明できないといわれています。

単に言葉を知っているだけでは予備知識のない人には伝わりま

せん。そこには相手がわかるように咀嚼をする必要があります。例

えば明治維新は日本人なら誰でもわかりますが、外国の人に教え

る場合には「外国に国を開く立場と、侍の社会を維持する立場で

内戦をした時代」と咀嚼しないと伝わりません。今我々に問われ

ている能力は言語通訳と文化通訳のできることです。

筆者：羽賀 友信さん
長岡市国際交流センター「地球広場」センター長
新潟NGOネットワーク顧問
JICA地球ひろば 国際協力サポーター
長岡市教育委員、JICA専門家
※当事業団多文化共生アドバイザー
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